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１　プロジェクトの目的

　　道北圏域の授産事業所等がお互いの強みを活かして連携し、ネットワークを強化しながら、木工品等を共同製作する仕組み（企画から販売にいたるルート）を構築する。

　　とりわけ、優先調達法の本格的な運用をにらみ、大量の公官需発注を想定した共同商品製作の展開過程を共有しながら、連携の基盤をつくる。

２　当面の目標（平成24年度～平成2６年）
　　一般市場向け　木工品　１～２アイテムの商品化
　　公官需対応　　木工品　１～２アイテムの商品化

３　今後の進め方

　　共同制作で先行する事業所、関係する専門家、民間企業（木材会社等）のアドバイスを受けながら、共同制作による商品化のために必要な基盤つくりを行う。

　　具体的な企画検討は下記の学習会のプログラムの中で行う。

　　第１回　学習会　　平成24年12月1７日　場所　旭川市
　　第２回　学習会　　平成25年1月末　　　 場所　旭川市
　　第３回　学習会　　平成2５年２月末　　　　場所　旭川市

４　経費

　　学習会の参加費　無料
　　ただし、プロジェクトの進捗状況等により参加メンバーが自主的に集まり検討会議等を
　開催する場合は、基本的に本センターからの経費負担はありません。

５　プロジェクト設置期間
　　平成24年～平成2６年
６　各事業所の参加にあたっての留意事項
・上記学習会（3回開催）に参加すること。

　　　＊木工品を直接製作していなくても参加できることとする。
　　・具体的な商品製作に参画できること。
　　・必要に応じて、試作品製造ができること。

　　・プロジェクトリーダー、ザブリ-ター等の役割を担うこと。
７　とりまとめ窓口

　　当面の間（平成24年～平成2６年）は以下がプロジェクト全体の進行管理と窓口機能を

担う。
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